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抗菌試験 :使用菌株,人型甫Frankft)rt株,薬剤は麓酸箆を使用,対照として偶数炭素数のものを加え同時培糞を

ri･つたo詳細は節 1帝に同じで精巣は図に示す通 りであるC,
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紡論 :節1軌 て比較 して偶数のものも仝腺的t/{低い値が見出されてゐるが',抗菌力のalkyl基炭素掛 てよる変牝は

偶数のものL/T_ついて得られたものと全 く同 じで,図L/T.見る如 く奇数のものと偶数のものとで内線がジグザ グになる棟

な革 もない? 従って alkyl其の茨素数の偶数奇数は 抗菌力に船具的な影饗を及ぼすものではない○ この事か ら長

銀 alkyl基が抗甫カに関して持つ意義は生化学的なものでな く寧ろ物理的なものではないか と考えられる｡

結 核 の 化 学 療 法 の 研 究 (第 8報)

R'esorcinmonoalkyletherの合成並に結核菌に対する抗菌作用
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(憲品苦提要)

(克㌔｡覧研)
(市立京都病院)

舞 鶴 - (国 立 比 真 園)

オ Jレt型及バラ型に就いで メタ塑地合物の抗菌力を二枚討する目的で Resorcinmonoalkyletherを-聯t/{令成'その

締核蘭に対する二抗菌力を試験 したo

合成法 :ROH う CH3･C6H4･SO3R

作 o"ai:
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合成 したイセ食物の物理恒数は表の如 くである｡

】くesorcir-110nOalkylethetの物現恒数 '･
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A- A.P.○C M.P∴OUー比重d1雲 屈折率nlD5= 氏 ii二P.○(j(m一1】) 班.P.○C比重 d1…屈折率 nlD.

(ltJB 85 (4) - 1.145 1.551 rl-C10tJ21 ･154(3) 34 - -

C2H与91-92 (4) - 1.105 1.540 n-C17H.15 181(3) 45 - -

n-CjH9 121 (4) - 1.045 1.525 n-C14t寸29 191(3) 50 - -

n-U6H13 134 (4) 22 - - n-C16Ⅰi33 208(3) 56 - -

抗菌試験 :菌株,鳥型菌,槍定法は前額に同 じ,締巣は図に示yo
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結論 :この糸の坑 薗力も左程擬音 とは言ひ艶いが,alkyl基の大小は多少抗菌力に影響を奥えているかの枚に見え

る○

para-Methoxybenzaldehydthiosemicarbazone (TBⅡ)̀を

中心とする結核の化学療法の研究 (第2報)

添 谷 隷 書

(日本結核病学会第27回総会 (昭･27･4)発表予定)

所謂TBIt/{成ては,Dalnagk等が本刑が締核イセ学療法剤として磨用慣値を有する革を凝表 して以水,内夕陀 通 じて

茂多の莫胎的並びに臨床的祈究が行われてい る｡その結果 ,現在ではTBIの効果は初期に弔菅されたほど顕著ではな

く,叉かな りの副作用を量する場合が少 くない とせ られ,その凝鷲が禁 LEされてい る欺態にあるが,本系統の薬剤に

成ては佃検討の余地があるかと思われるo

そこで 13enzaldehydthiosem･'carbazonOを母体 として,種 々の誘導体を作 り, その効果を増強せ しめ･且叉副作用

杏-rlT及的t/{軽微ならしめようと企てる革は,極めて有意義な事 と考えられるが,我国では未だその系統的研究がな く

外国では若干の莫脇泊勺併究が行われてい るが, 未だ臨床的祈死は行われていないO 例えば Donovik及び Pansyは

Bcl'Zaidehydthiosemicart'azoneを母体とする種 々の誘益体e/{就て実験的研究を行い,p-Mcth0Xy誘湿体 (TBI)は

効果並びに毒性の点で他の誘導体tJ-'L優 ると述べ,叉 Steinbach及び Bakerも p-Methoxy訪島体に裁て実験的研究を

I-i-い,同株の成績を鞘堂 してい るが,それ等の何れに於ても末だ臨床成績に裁てはr#薯されていないO

我 々は一昨年衆 ,para及び orthoalkyloxy誘落体に成て実感摘勺研究を行いつ ゝあるが'特にp-Mcthoxy誘導体で
ある p-Mt)thoxyhenzaldehydthiosemicarbユZOne(以下TP･Ⅱと略称) に裁ては,動物実験並びに臨床実験をも行い ,

これを 'll上iI及び StroptolllyCin(以下 S･M･と略称)の場合に比較検討した｡その成績の大要は以 Fの通 りであるo


